
写本版本のテキストを計算機で処理するために

－テキスト処理プログラミングへのいざない－

北村啓子

要旨写本版本のテキストを計算機で処理するための国文学らしいテキスト処理ライ

ブラリの開発に取り組んでいる。このライブラリはフリーソフトウェアのテキスト処理

向き言語perlを使って開発している。まずperlをはじめ秀れたテキスト処理ツールsed,

awkを紹介する。次にこのテキスト処理ライブラリ作成にあたっての狙い，特にテキ

ストの入力規則は自由にできるという考え方を述べる。そして、国文学らしいテキスト

処理がいかに簡単にプログラムとして書けるかという例とそれを実行した例を詳しく説

明する。最後にフリーソフトウェアとは何かを紹介しておく。
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写本版本のテキストを計算機で処理するために（北村）

1.はじめに

写本版本の写真（イメージデータ）と翻刻したテキストを計算機で扱うため

にマルチメディアデータモデルの研究を行っている。前号の紀要[1]では、図

1に示すマルチメディアのデータモデルの中でもイメージとテキストを連動す

る報告を行った。本稿では、マルチレイヤーをなすテキストについて述べる。

写本版本に描かれた文字情報を計算機で処理するためには、翻刻をしてテキ

ストを作成しなければならない。万人の満足できる標準的なテキストの作成は

困難であるし、テキストの処理を考えると単純に一つのテキストでは不十分で

ある。そこで、読み（異なりを含む）や異表記、異本情報をはじめ利用者の必

要に応じて研究上の判断を含んだ情報も作成し、図に示すマルチレイヤーのテ

キストとして各レイヤーの持つ情報を補完しあいながらテキストを処理するこ

とを考えている。このマルチレイヤーのテキストを使った国文学らしいテキス

ト処理のライブラリを作成したので紹介する。

このライブラリをフリーソフトウェアとして国文学者に利用して頂き、テキ

スト処理プログラムは簡単に書けるのだと実感して、自分でもプログラミング

の楽しさを体験して頂けることを期待している。

2．テキスト処理ツールの紹介

現在、パソコン(MS-DOS)上でも利用できるフリーソフトウェア(7章で

説明する）のテキスト処理ツールの中で代表的なものとしてsed,awk,perlを

紹介しておく。
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異本、

図1マルチメディアデータモデル

sed,awk(nawk(newawk))は元々 UNⅨの標準シールであり、有償ソフ

トウェアである｡GNUのフリーソフトウェアとしてGNUsed,gawkがあり、

日本語化もされている。sed,awkは、入力されたテキストを自動的に編集し

て出力することが手軽にできるツールである。sed,awkの簡便さは入出力の

単位を行に固定することにより入出力の煩わしさをなくした点である。ユーザ

は捜したい文字列のパターンとパターンにマッチした時の処理だけを記述すれ

ばよい。

sedでは置換が基本で削除、挿入、出力など機能が制限されている分対応す

るコマンドを書くだけでよい。（例えば

s/思う／思ふ/p 「思う」を「思ふ」に置き換えて表示

s/思[はひふへ]/思ふ/p 「思は」「思ひ」「思ふ」「思へ｣を「思ふ」に置

き換えて表示）

awkはさらに、C言語に似た記述で演算、変数、条件文、繰り返し文の制御、

配列、組み込み関数などを使え、より複雑な処理を指示できる。（例えば

－4－



写本版本のテキストを計算機で処理するために（北村）

if(/(.*)(け[りるれ]$)/)|文末が「けり」「ける」「けれ」を「＊」ではさ

print"$1*$2*'';|んで表示

elsif(/(.*)(け［らりるれ])(.*)/)|文中の「けら」「けり」「ける」

print"$1*$2*$3";}「けれ」を「＊」ではさんで表示）

まとまった本としては[2]が良い。

perlはLarryWall氏により開発されたフリーソフトウェアで、田中良知氏

によって日本語対応されたjperlもある。perlは、sed,awkと異なり汎用のプ

ログラミング言語である。しかし文字列処理や入出力の機能が強力なので、テ

キスト処理に向いている。さらに、sed,awkの持つ機能上の限界が無く、複

雑な処理も記述でき、C言語で書けることは何でも書けると言っても過言では

ない。機能的にはsed,awkのすべてを包含している。大抵思いつく文字列処

理は関数が存在し、大抵使いたいと思う変数は特殊変数として定義されていて

使用できる。すべてを把握するのは容易ではないが、本としては[3]が良い、

入門には[4]｡(perlの雰囲気は6章で堪能してもらう。）

国文学固有の複雑な処理として、例えば古文文法を扱うようなことを考える

とやはりperlがよいであろう。スクリプトの読み易さはawk,perlとも大差な

い。既にsed,awkを使っている人には、s2p(SedTOPerl),a2p(AwkTO

Perl)のコンバータが用意されている。自分の書いたスクリプトをコンバー

トしてみるのもperlへの近道であろう。perlスクリプトは読み易いので、ライ

ブラリを覗いていじってみることからはじめて、perlによるテキスト処理プロ

グラミングの容易さを体験してもらい、さらに利用者自身によるプログラミン

グ（エンドユーザコンピューティング）への道を大いに期待している。
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3.ライブラリのねらい

写本版本を対象にしたテキスト研究に使うツールとして使って貰うために、

perlによるライブラリを開発することにした。ねらいは大きく次の4点である。

い、テキストの入力規則について標準化は目指さない

テキスト処理に使うアプリケーションやツールの制約やデータの互換性を考

慮し、テキストを入力する時の標準化に頭を悩ましている人は多いと思う。デー

タの互換性のためにファイル形式はASCIIファイル(MS-DOSテキストファイ

ル）が好ましい。入力形式は規則を明確にしておけば、相互のデータ変換は容

易であるので、入力規則をユーザが自由に定義できるようにする。テキストの

ヘッダに入力規則を付与しておけば、その規則に従って処理を実行できる汎用

性の高い処理ライブラリの開発を目標とする。テキストのテンプレートにその

ヘッダに定義すべき構造を明示しておくことにより、利用者はそのガイダンス

に従って規則を明記し、その自分の規則に従ってテキストを作成できる。

ろ．国文学らしい処理を実現する

古文文法に従った活用形や歴史的仮名遣いなどを使えるようにする。また、

ちょっとした処理だがあると便利な漢数字一アラビア数字の変換（歌番号を

数字として処理する時便利）や辞書順ソート、和暦順ソートなどを用意する。

研究上の知識が必要になる異なる読み、異表記、異本情報などは、利用者の必

要性に応じた品質のデータを作成すれば、その品質のテキスト処理ができると

いう枠組みを提供する。
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写本版本のテキストを計算機で処理するために（北村）

は.ユーザの習熟度に合わせて進んでいける

提供された入力規則に合わせてテキストを作成する：ライブラリをそのまま

↓使う

自分の入力規則を定義する：ライブラリをそのまま使う

↓

提供された／自分の入力規則に規則を追加する：ライブラリにその処理を追

↓加する

提供された／自分の入力規則で編集機能を追加：ライブラリの編集機能を拡

張する

と習熟度にあわせて段階的な使い分けが可能である。最終的なねらいは、国文

学者自身によるperlプログラミングである。

に.ツールとしての独立性を高くする

最終的にはイメージとの連動を考えているが、パソコンでのマルチウインド

ウ環境でのイメージの扱いには実用上まだまだ問題がある（モニタのサイズと

精度、CPU性能、メモリやディスクなどの装備）。テキストのみでイメージ

がなくてもテキスト処理ライブラリだけで使えるよう独立性を意識している。

4．テキストの入力規則の考え方

和歌集を例に、テキストの入力規則は自由でよいという考え方について述べ

る。和歌の構成要素は一つ一つが短く、活字本を編集する時と同様にレイアウ

トの仕方で論理構造を表現している。例えば、歌題はダブルインデント、詞書

きはインデント、歌人名は下揃え、和歌の間は空行など。比較的簡単な構造で

はこういったレイアウト情報から論理構造を容易に抽出できる。論理構造を使っ
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たテキスト処理を考えると、大きく次の二つのアプローチが考えられる、

a・レイアウト情報から論理構造を抽出

論理構造を処理プログラムに埋め込んでおくことによりレイアウト情報から

論理構造を抽出する。データ作成が楽で標準化の煩わしさもなく、見慣れたレ

イアウトに近いので違和感がない。論理構造を示す物理的な区切り（空行、改

行、インデント、下揃え、etc.)を定義可能とすることにより、自由なレイア

ウトのテキストを作成できる。

b・論理構造のマークアップを定義

論理構造を明示する記号を決めて記号付けを行う。標準化に伴う煩わしさが

あるが、記号が標準化されると処理プログラムも共有できデータ互換性もある。

標準化が進むとその分自由度は低くなる。a.と同様に記号自身を定義可能とす

ることにより自由度を高くできる。

両者は逆のアプローチにように見えるが、b.で定義した記号を物理的な区切

りに縮退したものと考えると同じであり、両者を包含したテキスト入力規則の

高い一般化が可能である。簡単な論理構造のものはa､のみで、複雑な論理構造

のものについては大まかな構造はa・を細かな構造はb.を使った折衷が妥当であ

ろう。堀河百首の一部をa.b.それぞれで表現した例の比較を図2に示す。上で

述べたように、本質的に両者が同じであることは容易にわかるであろう。
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写本版本のテキストを計算機で処理するために（北村）
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5．堀河百首のテキストについて

先の例で使わせて頂いた堀河百首のテキストは、当館共同研究で作成してい

るものである。「情報処理システムの和歌文学への応用に関する研究」の共同

研究に参加させて頂きこの和歌集について研究の機会を得た。まだ本年度研究

の途上であり、共同研究の成果発表は別の機会にゆずるとして、概略だけ紹介

しておく。当館研究情報部長新井教授のご指導のもと、長野工業高等専門学校

戸谷助教授、日本橋女学館高校服部教諭が堀河百首の翻字・翻刻、長野工業高

等専門学校半田助教授と著者が処理プログラムの開発を担当した。底本には当

館所蔵の群書類従を選んだ。底本に忠実におこしたものと、濁点を補ったり歴

史的仮名遣いに従って直したものの二種類を作成している。堀河百首は、編集

方法が明確に決まっており、百歌題について歌人の順番が決まっている。（こ

のように歌題、歌人名の編集ルールが決まっているタイプの和歌集は多いと聞

いている｡)そこでテキスト処理プログラムでは、課題、歌人名は和歌のテキ

ストに書き込んでおかなくても歌語による検索でどの歌題の誰の歌かまでわか

ることを目標にした。特定アプリケーションのデータベース化することなく、

データは汎用のテキストファイルで処理プログラムは誰でも使えるツールとし

て実現することを方針としている。

6．ライブラリの紹介

ここで紹介するライブラリのうち［ろ．は］は前節で紹介した共同研究で取

り組んだ課題をマルチレイヤのデータに拡張したものであり、［い、に．ほ］

は筆者個人が試みたものである。堀河百首の底本に忠実に翻字したテキストを

使用させていただいた。このテキトスは和歌特有の句切れを活かした処理やそ
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写本版本のテキストを計算機で処理するために（北村）

れを利用して検索ノイズを減少できることを考慮し、各句を区切っている。そ

れを元に、読み（異なりを含む)、異表記のテキストを国文学の知識のない著

者が作成した。このマルチレイヤのデータは、原文、読み（異なりを含む)、

異表記の3行を一件として同じファイルに入れてある（十首分のデータを［い］

に掲載)。

perlプログラミングの容易さを理解してもらうため、簡単な記述で国文学ら

しく見える（と著者が思っている）処理を5つ紹介する。処理ライブラリの

perlスクリプトとテキスト処理の様子を個々に説明していく。ライブラリの実

行例は前号で紹介したティータームを使って縦表示している。

7．フリーソフトウェアとは

最後にフリーソフトウェアとは何であるかを紹介する。一言で言うと、「著

作権は存在するが、許可を得ることなく誰でも使用でき誰にでも配布をするこ

とができるソフトウェア」である。

まず、GNU(Gnu'sNotUnix)プロジェクトを紹介する[5]。ここで

｢UNⅨ」は秀れたソフトウェアの代表として使っているが、UNⅨもライセン

ス契約を結ばないと使用できないソフトウェアである。本来はプログラマの著

作権を守るためであるはずの使用や配布の禁止がプログラミング研究の妨げに

なるという危機を感じたRechardStallman氏（当時マサチューセッツエ科大

学）が、「誰でも使用でき誰も配布を禁止することができない」UNIXを作ろ

うという目的で一人で始めたプロジェクトである。彼はGNUを支える団体

FSF(FreeSoftwareFoundation)を創設し、彼自身がFSFの社長兼ボラン

ティアを任めている。最初のGNUプロダクトは、非常に強力で秀れた飼猫
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い、異読み、異表記全てを検索してマッチした歌の原文を表示する

堀河百首をマルチレイヤー化したデータ

,蝋､怨鱒李子Lﾀ&
'…:立春子日霞鴬若菜残雪梅柳阜蕨桜春爾春駒帰雁喚子鳥苗代薫尋丁欺題杜若藤花款冬三月尽更衣卯花葵郭公菖蒲．．．．

‘…"":公実匡房国信師頼顕季顕仲仲実俊頼‘爾時顕仲華俊永縁隆源肥呼?歌仙紀伊河内

｜γ燗則
#recordseparater:S/='';ー和歌の区切り：空行
＃wakaseparater：Sswaka='、n’；和歌の区切り：改行
#kuseparater:Ssku='';句の区切り：空文字
#kotoseparater:Sskoto='['′｜′′]';異読み、異表記、異本の区切り
＃

＃原文は共同研究者服部氏戸谷氏翻刻より抜粋
＃異読み、異表記は素人の筆者が未熟な知識で作成

＃

三､ﾙ予て

｝γ一塊
一春たちて梢にきえぬ白雪はまたきにさける花かとぞみる
一はるたちてこずえにきえぬ［しらゆき｜はくせつ］はまだきにさけるはなかとぞみる
一春たちて［梢｜木ずゑ|木すえ｜こすゑ］にきえぬ白雪はまたきにさける花かとそみる

二氷ゐし志賀の唐崎打とけてささ浪よするはるかせそふく〃~原文
二［こおりいし｜こおるいし］しがのからさきうちとけて

捧蕊蝋：ゞ
ゆんぷう］ぞふく
二氷ゐし［志賀|滋賀］の唐崎うちとけてさき［浪｜波］

三みむろ山谷にや春のたちぬらん雪の下水いはたたくな
三みむろやまたににやはるのたちぬらんゆきのしたみずいはたたくなり
三［みむろ山｜三室山］谷にや春のたちぬらん雪の［下水｜したみつ］いはたたくなり

四よしの山つもれる雪のきえゆくはまたふるとしに春やくるらん
四［よしのやま｜よしのざん］つもれるゆきのきえゆくはまだふるとしにはるやたつらん
四［よしの山｜よし野山|吉野山|吉の山］［つもれる|積もれる］［雪|幸］の［きえ｜消え
］ゆ<はまだ［ふる｜降る|振る］［とし｜年］に春や［たつ｜立つ］［らん｜らむ］

五うちなひき春はきにけり山川のいはまのこほりけふやとくらむ
五うちなびきはるはきにけりやまかわのいはまのこおりきょうやとくらん
五［うち｜打ち］なびき春はきにけり山川の［いはま｜岩ま］の［こほり｜氷］けふやと
くらむ

六春たつといはせもはてす朝またき風のけしきそまつかはりける
六はるたっといわせもはてずあさまだきかぜのけしきぞまづかはりける
六春［たつ｜立つ］と［いはせ｜言はせ］も［はて｜果て］す朝またき風の［けしき’景色
］そまつ［かはり｜変はり］ける

七朝またきゆるけき風のけしきにて春たちきいとしられぬる哉
七あさまだきゆるけきかぜのけしきにてはるたちきいとしられぬるかな
七朝またきゆるけき風の［けしき’景色］にて春たちきいとしられぬる哉

八庭もせにひきつらなれるもろ人のたちゐるけふや千代の初春
八にわもせにひきつらなれる［もろひと｜もろぴと］のたちいるきょうやちよのはつはる
八庭もせにひきつらなれる［もろ人｜諸人］のたちゐるけふや千代の初春

九いかになく八聲の鳥の一こゑにとしに年をはそふるなるらん
九いかになくはちこえのとりの一こえにとしにとしをぱそふるなるらん
九いかになく［八聲’八声］の烏の一こゑにとしに年をぱそふるなるらん

十いつしかと明行空のかすめるはあまの戸よりや春はたつらん
十いつしかとあけゆくそらのかすめるはあまのとよりやはるはたつらん
十いつしかと［明行｜明行く］空の［かすめる｜霞める］はあまの戸よりや春はたつらん
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写本版本のテキストを計算機で処理するために（北村

プログラム名：ss2

畠'一''；け三行E一塊じするぉすじ”〔’S★＝ユグ

j
Spattern=shift(@ARGV)ノ

型［(/Spa恒恒ern/o){/γ捜す
while（＜＞）｛

（…un,Syomi,Si…i)=spl止(ﾊn/);っ一三行に分割
print"$9en…｡;っ一原文杉,丁

原文、異読み、異表記の3行を一塊と
して処理する。3行のすべてとパター
ンマッチングし、一つでもマッチする 灘鱸灘蕊
と、その歌の原文を表示する。

謂
細
裳
通
勤
す
一
動
・
旨

一
嘉
唾
碓
溌
蕊
駕
調
捲
籠
籍
蕊
灘
縫
龍

四
よ
し
の
山
つ
も
れ
る
雪
の
き
え
ゆ
く
は
ま
た
ふ
る
と
し
に
春
や
く
る
ら
ん

ヨ
こ
う
②
の
四
六
一
瞬

一
志
祁
繊
塩
譲
卦
姉
翫
峰
銅
咋
蕊
滝
準
さ
さ
浪
よ
す
る
は
る
か
せ
そ
ふ
く

礒
蕊
墜
溌
蕊
驍
鰄
蜜
灌
謬
説
震
麗
雛
認
る

「
亭
弓
⑲
”
凶
空
識

冒
３
３
天
哀
別
画
は
る
か
ぜ
９
１
奇
３
ｓ

諒
駝
嬉
吻
鴻
誼
翌
霊
零
す
る
は
る
か
せ
そ
ふ
く

二
氷
ゐ
し
志
賀
の
唐
崎
打
と
け
て
さ
さ
服
よ
す
る
は
る
か
せ
そ
ふ
く

ヨ
Ｆ
『
祁
蔑
翅
里
全
蕊

ヨ
亡
弓
帥
”
凶
六
一
函 ずﾛ泌先

款諦

子‘一ダ泊

－1q－
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ろ.係り結び

プログラム名：ss5

塚募葦,ご鰐纈淑｡
S／='’；

S★＝1；

S、＝”、、',；
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ｎ
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ｒ
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．
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ｌ
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Ｇ
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Ｒ
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．
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ｉ
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Ｓ
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ｓ
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ｆ
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ａ

．
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ｈ
ｈ
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一
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Ｉ

ｆ

ｌ
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ｊ
’
１
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ｎ
シ

ｒ
ｒ
く

ｅ
ｅ
‐
’

十
』
．
上
ｅ

十
》
．
に
勺
Ｌ

ａ
ａ
９
工

ｐ
ｐ
ｈ
ｓ
ｓ
ｗ
＃
＃

歌の景喰
/）｛

2＊

秒
2／）

2＊

／

){，／

リ
心/){
Ｊ
ｆ
Ｄ
ｒ

う
竺
川
瓦
＊
ｅ
２
ｔ
ｎ
ｔ
ｒ
ａ
ｅ
ｐ
ｔ
Ｓ
ｔ
ｌ
ａ
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ｐ
■
〈
『
〉

１
＊
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へ
廷

工
〈
亨

至
＊

．
に
１

ａ
ｎ

ｐ
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ｒ

亡
〉
ｅ

、
ｊ
・
〃
卜
』

★
Ⅲ
卜
』

。
、
ａ

，
Ｉ
ｕ
ｐ

ｊ
ノ
．
ｂ
亡
Ｙ

一
可
＊

二
９
１

ハ
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ハ
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’
１
Ｗ
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Ｋｕ
十
』
．
ｔ

ｏ
ｎ
ｎ

Ｖ
ｆ
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０
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●
ｈ
ｒ
ｒ

’
１
ｐ
△
ｐ
、
Ｉ

Ｓ造
ｏ
１Ｓｌ

ｅ
１
１
－１

｜

＃

係り結びの言葉を検索してマッチした
歌の原文を表示する。
「～ぞ～ける」にように歌の最後に
マッチするもの。

句の途中もマッチする時には＃に変更
(ss4）する。
原文以外にマッチした時は原文とマッ
チした読み／異表記を表示する。

入力は［い］で紹介したデータ。

図璽懲鼠騨鍵蕊蕊

鱸蕊
面再さたたつ雨

＊きっと＃
ぎゆとい心
だ
全いはあ
ご

ゆ

，

蕊。識曽に
蕊
識鳶
上き
れか

；
ぬ
る
か
な

§蕊蕊蕊蕊蕊蕊蕊鍵

々
仮
、
ひ

ノ
一
私
雁
約

叶
Ｉ
ノ
４
打
ｖ
ノ
ノ

命
係
釜

１
－
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一
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蕊
師
罰
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可
一
恥
ら

六
春
た
つ
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は
せ
も
は
て
す
朝
ま
た
き
風
の
け
し
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ま
つ
か
は
り
け
る

六
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る
た
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と
い
わ
せ
も
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て
ず
あ
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ま
だ
き
か
ぜ
の
け
し
き
＊
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＊
ま
づ
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り
＊
け
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ヨ
匠
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⑱
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六
一
確

目
可
脚
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戻
＃
、
ぞ
る
胃
う
一
奇
訂
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一
溌
驍
珊
篝
齢
諾
礪
驚
龍
請
龍
灘
淺
謹
き
に
さ
け
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な
か
と

＊
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＊
み
＊
る
＊

六
審
た
つ
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は
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は
て
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朝
ま
た
き
風
の
け
し
き
そ
ま
つ
か
は
り
け
る

六
は
る
た
っ
と
い
わ
せ
も
は
て
ず
あ
さ
ま
だ
き
か
ぜ
の
け
し
き
＊
ぞ
＊
ま
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か
は
り
け
＊
る
＊

ヨ
Ｅ
ワ
ロ
の
旦
全
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写本版本のテキストを計算機で処理するために（北村）

は．歌題、歌人名をヘッダに書いたものの利用

プログラム名：genbun

＃検索用テキストから原文だけのテキストファイルを作成する

s/雲'';l
s★＝1；ノ

1
s＝＜＞；

）ﾍⅧ州諏題囲湖
＠=sPエユセ('、n');
iE（／kada上:(.☆)／)(

＠kadai=split（r',S1）；

｝へ”Wぅ歌人殆函又銅if（／kajユnmei：（．＊）／）｛
＠ka〕土nmeユーspﾕﾕt（’’，S1）；
｝ ノ

snokajm‐．c…(…nmei);--B-､歌人の人数,ま？
歌番号から計算して

while〈＜＞）｛

(Sgenbun,Syomi,Sihyouki)=spl土七〈ハ､／)；

"':::"熱應烈:::2ih……｡"忽歌題を表示
庭番号か5
歌人始一

…”…n…@kajinme皇【(…)篭…jin]In!'ﾙつ一葛
｝

｝

テキストのヘッダに歌題、歌人名を順

番に書いてあるのを取り出して、歌番
号から計算で該当するものを歌題は変
わり目で、歌人名は歌ごとに付与して
いく。同様にして歌語で検索した結果
の歌毎に、歌題と歌人名を付与するこ
ともできる。

入力は［い]で紹介したデータ。
（歌番号の数字←→漢数字の変換は省略）

甑園蕊鴬難
十九八七六五四三二一 目

ｄ
８
天
寅
の

ョ
匡
う
§
六
一
蕊
画
叫
旨
ヨ
ゴ
。
う
一
動
画
』
。

立
春

蜀
存
】
Ｊ
①
側
四
六
一
殻

ヨ
こ
う
凹
め
①
云
一
識

春
た
ち
て
梢
に
き
え
ぬ
白
雪
は

氷
ゐ
し
志
賀
の
唐
燭
打
と
け
て

み
む
ろ
山
谷
に
や
春
の
た
ち
ぬ

蕊:｜
いし、

つか

鎌繁!
溌言鴦
蕊:麓
鯉鱗
めこも蜜H'
3敵にたの
あとのてきい
ました春風は

識こ
ほ

やそふとり

驚撫
灘
つ

R
るむ

騨謹罐

よ
し
の
山
つ
も
れ
る
雪
の
当
冒
ヘ

允7ﾗﾑ始

7､L-7姑

一

一

ま
た
き
に
さ
け
る
花
か
と
そ
み
る

い
は
た
た
く
な
り
国
借

る
と
し
に
春
や
く
る
ら
ん
師
頼

は
る
か
せ
そ
ふ
く

匡公
房実

－15－



に．ヘッダでの入力形式の定義

タイプaのデータ

堀河百繭．＃title：；歌集名
#＃＃歌腿セレクション

＃＠kadai：立奔子日霞鴬若菜残雪梅柳早蕨桜春i:1j春駒帰雁喚子鳥苗代薫菜杜若
藤．．．．；順稀に：
＃Skadai＝；タギング：
##＃歌人名or避荷名セレクション

＃＠kajinmei：公実匡房I茨|信師頼顕季顕仲イ''1実俊緬師'1が顕仲．基俊永縁隆源肥後紀
伊河内；順帯に：
＃Skajin＝グタギング：
##＃その他タギング：

＃詞書き：Skotoba＝
＃歌番-号．：Sno＝
＃和歌：Swaka＝
＃後書き：＄ato＝

#＃＃セパレート記号

＃wakaseparater：Sswaka＝′、n′ ノ和歌の区切り：改行

#kuseparater:Ssku='/';(歌番号).五七五七七の句の区切り：空文字

1春たちて梢にきえぬ白雪はまたきにさける花かとそみる

2氷ゐし志賀の唐崎打とけてささ浪よするはるかせそふく

3みむろ山谷にや春のたちぬらん雪の下水いはたたくなり

4よしの111つもれる雪のきえゆ<はまたふるとしに存やくるらん

5うちなひき春はきにけり111川のいはまのこほりけふやとくらむ
－－－－－－－－－－－－－－－ローー一一一一一一一一一一一一一一一一一._一一一－－－一一一一一一一一

タイプbのデータ

堀河百打＃title：…；歌集名
#＃＃歌題セレクション

＃、kadai＝；順番に：
＃Skadail＝A；タギング：
#＃＃歌人名or理者名セレクション

＃＠kajinmei＝；順番に：
＃Skajin＝D
#＃＃その他タギング：
＃詞書き：Skotoba＝

＃歌番号：Sno＝B
＃和歌：Swaka＝C
＃後寄き：Sato＝

#＃＃セパレート記号

＃wakaseparater：Sswaka＝；和歌の区切り：
#kuseparater:Ssku='/';(歌番号）五七五七七の句の区切り′／’

A立春
B1

C春たちて〆梢にきえぬ／内雪は／またきにきける／花かとそみる
D公実
B2

C氷ゐし／志賀の暦崎／打ちとけて／ささ浪よする／はるかせそふく
D匡房
B3

Cみむろ111／谷にや春の／たちぬらん／雪の下水／いはたたくなり
D国ｲ言
B4

Cよしの111／つもれる雪の／きえゆ<は／またふるとしに／春やくるらん
D師頼
B5

Cうちなひき／春はきにけり／'11川の／いはまのこほり／けふやとくらむ
D顕季
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写本版本のテキストを計算機で処理するために（北村）

プログラム名：qenbun2

s/-,,;l
s*-1;)
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Skotoba＝51；｝

elsiE（ハ＄no=(［へ;、t、、］☆)/)｛

Sno＝S1ノ）

eﾕs土E（ハSwaka=(["g､,;､~"i'''&、い､〕*)/)｛lswaka=s,；｝'ト
elsiE（ハSato=(［ﾊﾉ、t、n］☆)／)｛

Sato=Sｴ｝

els土f（ハSswaka=([へ；、t、n］★)/){

Sswaka＝Slノ

elsiE（ハSsku=(［へ；ItIn]*)/){,
Ssku＝Sl；ノ

｝

whﾕle(＜＞）｛

foreach(spli上(ハ､／))｛
iE（／八Skadai（.☆）／〉｛

prin上！'、いにS1、、、n，,『

）

els土E（/へSkajinmei(.☆)／){

へ､､/9､’
､、

がレフ

記号&

泳蝿
‘r

潔譲罐蕊緊

Print』‘SnosaveSwakasave、上、tS1、n‘!

｝

elsj.f(／ハSno(･寅）／）｛

Snosave＝Sl；

｝

eﾕsi-E（／ﾊSwaka（,★)／)｛

(Sx=S1)=-s////g;
Swakasave＝Sx；

~一‐一‐一‐－‐一‐ー‐一‐一‐一‐一‐一-一‐‐一‐一－－一言‐~一－－-~一‐ー‐一‐一ー-‐－‐一‐－‐－‐ー‐ー‐－‐一‐一‐一‐一‐一－－

ヘッダから入力規則を取り出しタイプa、
bに分けて入力規則に合わせた編集処理
をする。タイプa、bと･ちらの入力でも

出力形式は同じ（【は］と同じ形式に銅集
して出力される）。
タイプaの編集処理は［は］と同じなので
ここでは省略してある。
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昏号と副
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の場合
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,b詞書き
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の場合
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写本版本のテキストを計算機で処理するために（北村）

タイプaの入力データ（前の歌と同じ場合は省略）
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＊
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というエディタである（日本語化されたもの力魏f通篭)。その後､多くのボラ

ンティアに支えられ、GNUの精神に共鳴してフリーソフトウェア(copyleft)

を宣言する秀れたソフトウェアが多数出てきている。

このようにして生まれてきたUNIX上の秀れたツールは競ってMS-DOSに移

植されている。emacsはフルセットを移植されたi泓猛や操作性のみ移植さ

れぶも耐證(micro-emacs)などがある。その他に、[ef]grep,sed,awk、

perl,文書作成ツール[t]roff,[La]Texなど。MS-DOS上のフリーソフトウェ

アについての詳細はレジュメ[6]に詳しい。

copyleftはcopyrightに対するジヨークとして生まれた言葉である。「通常の

著作権告知とGNU一般公有使用許諾書を併せてcopyleftと言っている。これ

はユーザがGNUの『自由」を持ち、またユーザはその「自由」を誰からも奪

うことができない、といった主張である。「自由」とは、ソース．プログラム

の公開によって、プログラミングの研究やマシンへの移植など、技術革新にも

なろうという社会的な訴えである｡｣([5]より引用）

フリーソフトウェアと似たものにPDS(PublicDomainSoftware)がある

が、異なるものである。「PDSは著作権を放棄して使用や配布に一切の制限を

与えていないソフトウェアのことである｡」「ちなみに、GNUでいうところの

フリー・ソフトウェアのフリーはfreedom(自由）のfreeから来ており、無

料という意味ではない。PDSでもない。配布する人にも使う人にも共有の自由

を保証するものである｡」（引用上に同じ）

国文学の世界でも同じような動きが計算機可読なテキストについて興りはじ

めている。最初はテキスト作成の重複を避けようという動機付けであったよう

だが、蓄積も増え希望者は自由に利用できるような環境ができてきている＊2。
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写本版本のテキストを計算機で処理するために（北村）

心強い限りである。本稿自身を含めて本稿で紹介する活動は、国文学固有のテ

キスト処理ライブラリを整備し、フリーソフトウェアとして国文学者に提供す

ることを目指している。

*2共立女子大学内田助教授を中心とした情報処理語学文学研究会など。

8．おわりに

堀河百首を題材にマルチレイヤーのテキストを使ったテキスト処理のライブ

ラリを紹介した。本稿では読み易さを重視して書いたプログラムを選んだ。

[ほ］に添付したように、コンパクトさや処理速度の向上をねらったトリッキー

なプログラムも書ける。しかし、凝っていなくとも格好良<なくとも、同じ結

果を得られるプログラムは書けるので、恐れることなく挑戦して頂きたい。ま

た、ライブラリは整理して、より国文学的な処理の充実とより一般的なものに

作り直す予定である。国文学者からのリクエストを待望するところである。

今回は、異なる読み、異表記をデータに埋込む方法を採った。一般的に使え

るものは辞書化を考えており、場所に依存する掛詞などとの切分が必要となる

であろう。

堀河百首では幸いJIS外文字は殆んど出現しなかったが、一般には重要な

問題である。補助集合はUNIXEUCコードではサポートされ文字フオントも

製品、フリーのものが使える。パソコン環境でのサポートも真面目に検討せね

ばなるまい。
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